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クラウド移行トータル支援プログラム

ITトランスフォーメーションパッケージ
最新アップデート
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Agenda

• お客様のクラウド移行への期待と課題

• ITトランスフォーメーションパッケージ（ITX）

• ITX for Cloud Native

• ITX for MCP Partner

• ITX for PS
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クラウド移行の動機

俊敏性やスタッフ
生産性向上

EOSLからの脱却

グローバル展開
M&A対応

セキュリティと運用改善 コスト削減

IoT

AI/ML

データセンター統廃合 デジタルトランスフォーメーション
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移行およびクラウド活用のビジネス効果

25%
同等のインフラス
トラクチャよりも
コストを削減

47%
ITインフラスト
ラクチャ部門を
さらに効率化

78%
新機能の

提供における
俊敏性を向上

出典: IDC、ドキュメント #US49084322、2022 年度 www.idc.com

http://www.idc.com/
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クラウド移行成功のポイント

CxOなどリーダーによるコ
ミットと社内外への宣言

トップダウンでの
計測可能なゴールの設定

早く沢山経験を積む
（検討し過ぎずアジャイルで）

移行プロジェクトのリーダーの任命
クラウドチーム (CCoE) の設立と教育

お客様の事例から成功のポイントが明らかに

Cloud Centre of Excellence



© 2024, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

クラウド移行にまつわるよくある疑問や課題

クラウドはコスト効果があるのか？

プロジェクトを始める準備はできているのか？何から始めたらいいのか？

どうやって移行するのか？

移行後は何をしたらいい？

何をクラウドに移行すべきなのか？

どのように人材を育成するのか？

何から移行させればいいのか？
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ITトランスフォーメーションパッケージ全体像

ITX for

MCP Partner

MCPの付加価値
を活かした

プログラム群を提供

ITX for

Cloud First

クラウド移行
プロジェクトの

確実・迅速な遂行を支援

ITX  for

Cloud Native

生成AIの土台となる
データ活用支援を追加

ITX Lite

中小規模のお客様
を対象とした
支援プログラム

ITX for PS

公共のお客様の
モダナイゼーション

を支援

NewUpdate

ITトランスフォーメーションパッケージ（ITX）ファミリー

Update
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ITX for Cloud First

移行準備評価

TCO評価 &

CO2排出削減量試算

移行準備状況分析・評価 IT機器買い取り

移行ワーク
ショップ／
リハーサル

クラウド推進組織

CCoE運営支援

各種ガイド
ライン整備

MAP クレジット
によるコスト削減

CCoE立ち上げ検討

クラウド移行決定

システム現状分析・
移行方法検討

コスト最適化支援

※MAP締結には一定の条件がございます

データベース移行検討支援

クラウド人材育成支援

重要システムサポート
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ITX for Cloud Native

移行準備評価

移行意思決定

※MAP締結には一定の条件がございます

検討

クラウドネイティブ
戦略策定支援

アーキテクチャ
検討支援

データプラット
フォーム検討支援

アジャイル
人材／組織

育成

クラウドネイ
ティブワーク
ショップ

生成AI活用
ワーク
ショップ

プロト
タイピング

MAP クレジット
によるコスト削減

コスト最適化支援

新たなビジネス
創出

Update
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データプラットフォーム検討支援

◼ DPMODA (Data Platform Modernization Assessment)
AWSの専門チームがお客様の現行データ基盤*を分析し、モダナイゼーション
のポイントやTo-Beアーキテクチャ案を提示します。

◼ DPMODAの効果
現行データ基盤の成熟度を把握し、データプラットフォーム戦略策定に
活用できます。また、To-Beアーキテクチャの検討を通して、単純移行に
とどまらずクラウドでの機能強化のヒントをご提供します。

現行データ基盤 DPMODA

© 2020, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

データカタログとは

社内システムデータベース

メタデータリポジトリ

各種クラウドサービス

各種ドキュメント

メタデータの収集・登録 メタデータの管理 カタログ情報の提供

• データの系譜
• データの繋がり
• データの管理者
• ・・・

• 項⽬名
• 項⽬値の意味
• ビジネス名称
• データの傾向

Data Lake DW H Data MartETL / Prep  Tool BI  Tool

カタログ情報の利⽤

データカタログUI データカタログユーザ

データカタログ管理とは、データの源泉となるシステムやデータベースが保有するメタデータ、個別のドキュメントにより管理されたメタデータ、Data Platform上
の各種データベースが保有するメタデータやETLツールなどを⽤いたデータに対する全ての作業情報を収集・登録し、カタログ化することによって、データ利⽤者
が簡易に参照できる仕組みの構築と、メタデータ品質の維持・管理を⾏うことである。

To-Beデータ基盤 (案)

*データの収集/蓄積/加工/分析のための基盤
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生成AI活用ワークショップ

◼Innovation EBA (Experience Based Acceleration)
アジャイル型のインタラクティブなワークショップをご提供
します。組み込みのAWSサービスと規範的なガイダンスにより、
ビジネス価値向上を達成するためのAI/MLモデルの構築や、
生成AI のユースケース実践をすばやく実現できます。

◼ Innovation EBAの効果

• AI/MLモデルまたは生成AIのユースケース開発・実行を約6週間でご支援

• データ/テクノロジからビジネス価値の具現化

• AI/MLおよび生成AI活用の加速と拡張のための組織力強化

• データやプラットフォームの観点からのみで考えるのではなく、
ビジネス上の問題を解決することにフォーカス
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ITX for MCP Partner

MCP: AWS移行コンピテンシーパートナー
(Migration Competency Partner)

MCPのパートナー各社が提供している
プログラムやソリューション

AWSがITトランスフォーメーション
パッケージで提供しているプログラム

ITX for MCP Partner

各パートナー様の強みを活かした移行支援をご提供いたします
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ITX for MCP Partnerにおけるパートナー連携強化

以下のパートナー様にITX for MCP Partnerをリリース頂いております（リリース順）
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ITトランスフォーメーションパッケージ
ご採用のお客様 (一部抜粋)
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公共のお客様に向けた

クラウド移行トータル支援プログラム

ITトランスフォーメーションパッケージ公共版

(ITX for PS)
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公共のお客様を取り巻く日本の環境

デジタル改革基本方針が策定

デジタル庁発足

デジタル社会の実現に向けた
重点計画が閣議決定

GIGA スクール構想の環境整備完了

オンライン診療の規制緩和
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クラウド利用に関する政府の基本方針

• 2022年9月30日、デジタル社会推進会議幹事
会決定の、「政府情報システムにおけるクラ
ウドサービスの適切な利用に関わる基本方
針」（最新版は2023年9月29日）

• 政府情報システムのシステム方式について、
クラウドサービスの採用をデフォルト（第一
候補）としつつ、単にクラウドを利用するの
ではなく、クラウドを適切（スマート）に利
用するための考え方等を示した標準ガイドラ
イン附属文書

出展：デジタル庁「政府情報システムにおけるクラウドサービスの適切な利用に係る基本方針」
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/e2a06143-ed29-4f1d-9c31-
0f06fca67afc/5167e265/20230929_resources_standard_guidelines_guideline_01.pdf
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公共のお客様のクラウド移行に対する課題感

システムのモダン化をどのように進
めればよいのか？

クラウドのメリットを活かすための要件をどの
ように定義するか？何から始めたらいいのか？

どうやってDBを移行するのか？

ランニングコストを更に効率化で
きないか？

モダン化をした場合のコスト効果を
どのように考えるのか？

どのように人材を育成するのか？

クラウド移行時にLGWANへの接
続はどうなるのか？



© 2024, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

ITX for PS

ITX for

MCP Partner

MCPの付加価値
を活かした

プログラム群を提供

ITX for

Cloud First

クラウド移行
プロジェクトの

確実・迅速な遂行を支援

ITX  for

Cloud Native

生成AIの土台となる
データ活用支援を追加

ITX Lite

中小規模のお客様
を対象とした
支援プログラム

ITX for PS

公共のお客様の
モダナイゼーション

を支援

NewUpdate

ITトランスフォーメーションパッケージ（ITX）ファミリー

Update
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モダン化

アセスメント

システム構築着手前年度（N-1年度） システム構築着手年度（N年度）

▼クラウド利用決定
▼事業者決定

（システム構築着手）

要件定義・仕様検討企画・移行検討 調達手続 設計・構築 運用・保守

▼運用事業者（AWSアカウン

ト再販事業者）決定

ITX for PS 全体像

データ・

生成AI活用

モダン化

開発支援

公共専門分野

支援
移行時の経済的負担を軽減するクレジットの提供

クラウド人材・組織育成支援

コスト最適化支援

移行・運用移行計画・立案評価
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モダン化

アセスメント

システム構築着手前年度（N-1年度） システム構築着手年度（N年度）

▼クラウド利用決定
▼事業者決定

（システム構築着手）

要件定義・仕様検討企画・移行検討 調達手続 設計・構築 運用・保守

▼運用事業者（AWSアカウン

ト再販事業者）決定

①システムのモダン化を進めるための支援

データ・

生成AI活用

モダン化

開発支援

公共専門分野

支援
移行時の経済的負担を軽減するクレジットの提供

クラウド人材・組織育成支援

コスト最適化支援

移行・運用移行計画・立案評価
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モダン化に向けた豊富なアセスメントプログラム

経済合理性
評価

モダン化
検討支援

移行方法
検討支援

DB移行
支援

ライセンス
評価支援

これらのうちからいずれかを1つを選択することも、複数を活用することもできます

モダナイゼーション
のポイントやTo-Be
アーキテクチャ案を
提示

クラウド移行を通じ
て得られる経済メ
リットの試算 ・定量
化を支援

現在のシステム環境
を第3者機関により評
価し、3rd Partyライ
センスを最適化

移行対象システムを俯
瞰的に分析、戦略的な
クラウド移行パターン
を推奨

脱商用DBや同一DBの
移行について、移行先
となるマネージドサー
ビスの検討を支援

システムのモダン化を進めるために重要な、次期システム検討の早い段階でのモダ
ン化による費用対効果の検証や、実現性の検証を豊富なアセスメントにより支援
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モダン化開発支援

モダン化
体験型ワークショップ

◼ AWSのPrototyping SAがお客様の要件に
応じたプロトタイプを作成・説明します。

◼ 当プログラムにより、お客様は実現性検
証や本番に向けた開発の参考が可能です。

モダンアプリ
プロトタイピング支援

◼ 「経験」によりクラウド利用やモダン化の
最初の一歩を支援するプログラム

◼ AWSの専門員がパイロットシステムのモダ
ン化をサポート

◼ 移行フェーズにも役立つ「ノウハウ」と
「成功体験」を得られます

より高度な支援にはプロフェッショナルサービスによる有償支援もご利用になれます。
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コスト最適化支援

◼ お客さまの利用の現状とコスト削減余地の分析
お客さまのサービス利用状況やどこにコスト最適化の余地が
あるのか分析レポートを作成、お客様のコスト最適化のロー
ドマップをご提案

◼ FinHack Workshopの実施
コスト最適化のためのサービス/ツールのhands-onやクラウ
ドネイティブアーキテクチャーのlearning sessionを開催し
お客様のコスト最適化のスキルアップを実現

*各サービスには実施のためのクライテリアがございます

対象 サービス 項目 定義
コスト削減

割合

年間コスト削減額

(100万円)

A カバー率 EC2の全稼働時間に対するRI/Savings Plansの稼働時間の割合 0% Low 3.61% 5.89

RI利用率 購入したRIの総時間に対する実稼働時間の割合 N/A N/A 0.00% 0.00

SP利用率 購入したSPの総費用に対する実稼働総費用の割合 N/A N/A 0.00% 0.00

カバー率 RDSの全稼働時間に対するRI/Savings Plansの稼働時間の割合 0% Low 6.30% 10.27

RI利用率 購入したRIの総時間に対する実稼働時間の割合 N/A N/A 0.00% 0.00

カバー率 Redshiftの全稼働時間に対するRIの稼働時間の割合 N/A N/A 0.00% 0.00

RI利用率 購入したRIの総時間に対する実稼働時間の割合 N/A N/A 0.00% 0.00

カバー率 ElastiCacheの全稼働時間に対するRIの稼働時間の割合 N/A N/A 0.00% 0.00

RI利用率 購入したRIの総時間に対する実稼働時間の割合 N/A N/A 0.00% 0.00

カバー率 Elasticsearchの全稼働時間に対するRIの稼働時間の割合 N/A N/A 0.00% 0.00

RI利用率 購入したRIの総時間に対する実稼働時間の割合 N/A N/A 0.00% 0.00

B Spotカバー率
全EC2インスタンスの稼働時間におけるスポットの稼働時間

の割合
0% Low 4.62% 7.52

C 最新世代インスタンス利用率
全EC2インスタンスの稼働時間における現行世代インスタン

スの稼働時間の割合
100% High 2.19% 3.56

D ダウンサイジング率
EC2インスタンスにおいてCPU使用率が1%以上、40%以下の

インスタンスの割合（値が小さいほど最適度高）
68% Low 9.29% 15.14

RDS 最新世代インスタンス利用率
全RDSインスタンスの稼働時間における現行世代インスタン

スの稼働時間の割合
100% High

E 未使用リソースの停止 EC2 アイドル状態のインスタンス利用率
EC2インスタンスにおいてCPU使用率が1%未満のインスタン

スの割合（値が小さいほど最適度高）
3% High 1.33% 2.16

F
需要に応じたスケジューリ

ング
EC2 Elasticity

EC2オンデマンドインスタンスにおける平日の稼働時間に対

する 土日の非稼働時間の割合
N/A N/A 0.00% 0.00

S3利用率
全EBS・S3サービスのデータ使用量に対する全S3サービスの

データ使用量の割合
3% Low

G S3 IA利用率 S3標準に対するS3-IAのデータ使用量の割合 0% Low 0.00% 0.00

H S3 Glacier 利用率 S3標準に対するS3-Glacierのデータ使用量の割合 0% Low 0.00% 0.00

合計 27.3% 44.56

インスタンスの選定

EC2

ストレージの選定 S3

最適化レベル

RI/SPのカバー率/利用率

EC2

RDS

Redshift

ElastiCache

Elasticsearch

potential monthly saving potential saving vs monthly spend top potential saving savings plan recommendation oprtion

n/a

$1 $37,410

$5,700

$10

$0

$13,000

$1,000

$1,700

$0

$0

$12,000

RI/SP利用率増大によるコスト削減

30%

n/a

$0

$0

$1

$0

最新世代/AMDインスタンスに変更することに

よるコスト削減

Graviton変更による追加コスト削減

n/a

$0

savings already achieved

$37,410 30% $1
EC2のダウンサイジング

によるコスト削減

1 Year All Upfront 

Compute Savings Plan

オンデマンドインスタンスを海外リージョンへ

移行することによるコスト削減
n/a $4,000

Note: This is showing a best case scenario. Further due diligence and understanding of the 

assumptions is required to achieve savings. Other opportunities for savings also exist

Saving Potential

直近1か月間で更新期限が切れるRI/SPの更新

によるコスト削減

新規RI/SP購入によるコスト削減

previous

month

potential 

savings

Total

スポット利用によるコスト削減

S3-IA/Glacier利用増大によるコスト削減

EC2のスケジュール調整によるコスト削減

EC2のダウンサイジングによるコスト削減

$0

Predicted Spend

$0k

$20k

$40k

$60k

$80k

$100k

$120k

$140k

$160k

$180k

Spend New RI/SP Savings New Other Savings Current RI & SP Savings

Elasticity & AMD Savings Storage Savings Spot Savings

6 month on month growth top service top spending account

last month's usage spend most popular ec2 region

3 month on month growth fastest growing service ($) fasting growing account ($)

Excluding Tax, Credit, Refunds & Support Fees

$123,456
EC2-Instances

Elastic File System

awsjapan

awsjapan

+20.0%

-3.0%

+6%

-4%

Asia Pacific (Tokyo)

2021年2月
3 month

avg growth

$25,000

$20,000

$4,500

-4%

EC2-Instances

Relational Database Service

CloudWatch

Elastic File System

EC2-Other

Other Services

Total

$4,000

$2,000

$500

$56,000

-5%

-11%

+6%

+31%

$58k

$0k

$0k

$0k

$0k

$0k

nitojun

Other Accounts

Top 5 Accounts Last Month

100%

0%0%0%

EC2 Pricing Model

(Normalized Hours)

On Demand

Reserved

Savings Plans

Spot

0%

100%

0%0%

EC2 Generation

(Normalized Hours)

ARM

Current

Previous

Original

$0k

$20k

$40k

$60k

$80k

$100k

$120k

$140k

$160k

Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug

Invoiced Spend

$0k

$20k

$40k

$60k

$80k

$100k

$120k

$140k

$160k

Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug

Amortized Spend

SP & RI Usage 3 month 6 month

$0.044
$0.046 $0.046 $0.046 $0.046 $0.046

Normalize

d Hours 

Unit Cost

$0.535
$0.592 $0.612 $0.581 $0.582 $0.579

9月 10月 11月 12月 1月 2月

EC2 Unit 

Cost

分析レポート 例

マネージドサービスの活用を始めとするコスト最適化のためのベストプラクティス
を基にしたコスト削減余地の分析を提供します。また、ワークショップによりお客

様にコスト最適化を行うための知識や技術をお伝えいたします。

より高度な支援にはプロフェッショナルサービスによる有償支援もご利用になれます。
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モダン化

アセスメント

システム構築着手前年度（N-1年度） システム構築着手年度（N年度）

▼クラウド利用決定
▼事業者決定

（システム構築着手）

要件定義・仕様検討企画・移行検討 調達手続 設計・構築 運用・保守

▼運用事業者（AWSアカウン

ト再販事業者）決定

②公共特有の要素に関するクラウド活用支援

データ・

生成AI活用

モダン化

開発支援

公共専門分野

支援
移行時の経済的負担を軽減するクレジットの提供

クラウド人材・組織育成支援

コスト最適化支援

移行・運用移行計画・立案評価
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公共専門分野支援

医療情報ガイドライン向け設計アセット

中央政府、自治体、教育機関、医療機関、研究機関など、公共のお客様の特有の専
門知識、技術知識を持ったソリューションアーキテクト、プロフェッショナルサー
ビスが、お客様の課題を解決支援します。課題解決のために公共分野に向けた設計
用テンプレートや、公共における各種ガイドラインへの対応用アセットといった
ツールを活用します。

公共向けNW設計支援用テンプレート
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クラウド人材・組織育成支援

◼ 移行準備評価
AWSの専門チームがクラウド移行の組織的な
準備状況をレポートで可視化、準備が足りてな
い項目については、効率的な準備方法をご提案
します。

◼ CCoE立ち上げ支援
クラウドの活用を推進する組織の役割の定義や
組織の形成、ロードマップの作製を支援、推進
組織の業務に対する無償・有償の支援も提供し
ます。

◼ 人材育成支援
AWSに携わる要員のスキルギャップ特定を支
援するアセスメントと、それを基にしたトレー
ニングプランの作成を支援します。

府省
クラウドCoE

全体クラウドCoE

府省
クラウドCoE

府省
クラウドCoE

府省
クラウドCoE

省庁A 省庁B 省庁C 省庁D

府省におけるクラウドCoEの体制例

原課1原課1原課1
原課1原課1原課1

原課1原課1原課1
原課1原課1原課1

デジタル庁 GCASガイドよりAWSが作成

プロフェッショナルサービスやトレーニング部門による有償支援との組み合わせになります。

デジタル庁
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移行時の経済的負担を軽減するクレジットの提供

評価 移行計画・立案 移行・運用

シ
ス
テ
ム
利
用
の
経
済
的
負
担

既存システムの利用コスト
クラウドシステムの構築、利用コスト

(MAP無し）

クラウドシステムの構築、利用コスト
(MAP有り）

クラウドへの移行費用

追加のクレジットによる移行費用の相殺

◼ Migration Acceleration Program（以下MAP）は、包括的で実績のあるクラウド移行プログラム
であり、何千ものエンタープライズ顧客をクラウドに移行した AWS の経験に基づいています。
追加のインセンティブを利用することで、移行（増分）に対して特定料率でAWS利用のクレジッ
トを提供し、移行費用を相殺できます。

◼ 公共分野での調達や仕様策定において、MAPとITX for PSの各支援策を組み合わせ、経済的効果
予測等のご支援が可能です。

※MAP締結には一定の条件がございます
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モダン化

アセスメント

システム構築着手前年度（N-1年度） システム構築着手年度（N年度）

▼クラウド利用決定
▼事業者決定

（システム構築着手）

要件定義・仕様検討企画・移行検討 調達手続 設計・構築 運用・保守

▼運用事業者（AWSアカウン

ト再販事業者）決定

③データ・生成AIの活用支援

データ・

生成AI活用

モダン化

開発支援

公共専門分野

支援
移行時の経済的負担を軽減するクレジットの提供

クラウド人材・組織育成支援

コスト最適化支援

移行・運用移行計画・立案評価
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データプラットフォーム検討支援

◼ DPMODA (Data Platform Modernization Assessment)
AWSの専門チームがお客様の現行データ基盤*を分析し、モダナイゼーション
のポイントやTo-Beアーキテクチャ案を提示します。

◼ DPMODAの効果
現行データ基盤の成熟度を把握し、データプラットフォーム戦略策定に
活用できます。また、To-Beアーキテクチャの検討を通して、単純移行に
とどまらずクラウドでの機能強化のヒントをご提供します。

現行データ基盤 DPMODA

© 2020, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

データカタログとは

社内システムデータベース

メタデータリポジトリ

各種クラウドサービス

各種ドキュメント

メタデータの収集・登録 メタデータの管理 カタログ情報の提供

• データの系譜
• データの繋がり
• データの管理者
• ・・・

• 項⽬名
• 項⽬値の意味
• ビジネス名称
• データの傾向

Data Lake DW H Data MartETL / Prep  Tool BI  Tool

カタログ情報の利⽤

データカタログUI データカタログユーザ

データカタログ管理とは、データの源泉となるシステムやデータベースが保有するメタデータ、個別のドキュメントにより管理されたメタデータ、Data Platform上
の各種データベースが保有するメタデータやETLツールなどを⽤いたデータに対する全ての作業情報を収集・登録し、カタログ化することによって、データ利⽤者
が簡易に参照できる仕組みの構築と、メタデータ品質の維持・管理を⾏うことである。

To-Beデータ基盤 (案)

*データの収集/蓄積/加工/分析のための基盤
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公共領域ユースケース生成AI活用検討支援

◼公共機関のお客様のクラウドに関する技術サ
ポートを担当しているエンジニアチームが取り
まとめたユースケースの活用

◼実際のプロトタイプ案件で培った知見をベース
にしたコードとテンプレートによるお客様の実
装支援

◼ユースケース例

• RAGによるチャットボット

• テスト問題生成

• 退院サマリ生成

• 問診書き起こしとInsight

公共分野における生成AIの代表的なユースケースについての検討を、
サンプルコードや実装支援テンプレートを用いて支援します。



デジタル社会実現ツアー 2022 

AWS は、クラウドへの移行によるテクノロジーとデータの民主化を通じて、
一人ひとりがデジタルの恩恵を享受できる社会の実現に貢献します
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ITトランスフォーメーションパッケージ全体像

ITX for

MCP Partner

MCPの付加価値
を活かした

プログラム群を提供

ITX for

Cloud First

クラウド移行
プロジェクトの

確実・迅速な遂行を支援

ITX  for

Cloud Native

生成AIの土台となる
データ活用支援を追加

ITX Lite

中小規模のお客様
を対象とした
支援プログラム

ITX for PS

公共のお客様の
モダナイゼーション

を支援

NewUpdate

ITトランスフォーメーションパッケージ（ITX）ファミリー

Update
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Thank you!


